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北大水産業報
46(2)， 31-37. 1995. 

和歌山県田辺湾における Vibrio属細菌群の変動

宮崎亜希子1)・絵面良男1)

Changes in Groups of Genus Vibrio in Tanabe Bay， 

Wakayama Prefecture 

Akiko MIYAZAKI1) and Yoshio EZURA1) 

Abstract 

Vibrios isolaωd froms鉱nplesofTanめeBay in Wakayama Pref，倒bureduring a prosper-
ity and decline of red tide caused by匂問問din仰mmiki:刷版 wereexamined physiological 
and biochemical fea色町田. Aもotalof 118 s七rainswere identified七o七.hespeci田 level. The 
112 strains were divided inω8 groups (group 1ωVIII)，阻d6 sもminsnever belongもoany 
groups. Group 1 (40 strains of Vibrio alginolytim崎・like)wω 七.hepredomin阻も spωi倒 foll-
owed by group 11 (27 strains of V. ha'l"lゆーlike)岨 dgroup IV (18 sも，rainsof V.ωmpbellii・
like). Thωe七.hr田 groupswere found ωbe more 72% ofωω1 vibrios isolated from Tanabe 
Bay. Group 111 (v.聞か旬開s-like)，group V (v. a勾uillarum-like)，group VI (夜間阿佐
like)， group VII (unidentified group)阻 dgroup VIII (unidentified group) were consis旬dof 
five七osIx s七rainsin each. V. alginolyt，似柑-likestrains were isolated a'もapre-blooming s切.ge
of G. m似 mo師岨dV. ha'l"lゆーlike阻 dV.ωmpbellii・likesも，rainswere found七hroughoutthe
sampling time. 

Key Word:海洋細菌，Vibrio属，向間加d初旬mmiki刷伽，赤潮

緒 言

1989年および 1990年に和歌山県田辺湾における細菌相の変動について調査し，匂mnodinium

mikimo削赤潮が発生しなかった 1989年と同赤潮の発生した 1990年とで，細菌相が著しく異な

ることを先に報告した(宮崎ら， 1995)。特に，赤潮非発生年の 1989年には，沿岸海域に広く分布

する Vibrio属の出現が非常に少なく，発生年である 1990年の半数以下であった。ところで，竹内

ら (1990)は三重県五ケ所湾において G.mikimo伽.細胞数の増加とともに防伽初属菌数が減少

する傾向のあることを報告している。また， Romalde et品.1.(1990a， b)はスペイン沿岸におげる

匂m削 diniumω伽 atum赤潮およびMesodiniumrubrum赤潮の消長に Vibrio属内の特定の菌群

が関与している可能性を示唆する結果を報告している。

そこで田辺湾における G. miki附加赤潮の発生と Vibrio属細菌の関連性を解明する目的で，

19伺年に同湾より分離したれ初旬属菌株の分類学的検討を行い，種レベルでの関与の有無を検討

した。

1)北海道大学水産学部微生物学構座
(LabO'T仰 ryof MUYrobio切 F，脚 ltyof F:働問s，Hokkai，ゐ Uni'四四ity)
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実験方法

供試菌

1990年6月12日から同年9月4日にかけて和歌山県田辺湾の定点4，6および17において採

取した試料から分離され Vibrio属に同定された計121菌株(宮崎ら， 1995)のうち継代可能な

118菌株を供試した。また，対照菌として防brioalginolytim必 V-447，V.仰 guillartιmNCMB828， 

v.ωmpbellii ATCC25920， V. fischeri ATCC7744， V. ha仰ゆ NCMBI280，V. parahaemolytim必S
H-O-5， V. P仰 teolyticusNCMBI326， Plwωbacterium leJW少~athi NCMB391を供試した。

供試菌の性状検査

供試菌の性状検査は主に坂崎 (1967)の方法に準拠して行った。なお，特記しないかぎり，基礎

培地として SA寒天培地 (Y晶m阻 oωωa1.， 1982)を用い，他の供試培地も人工海水を用いて調製

し，培養温度は 25
0Cとした。

検査項目は次の還りである。集落形態， 200Cおよび3TCにおける BTBティポール寒天培地

(白水製薬)での発育，インドール産生， V oges-Proskauer (VP)反応，メチルレッド (MR)試験，

アミノ酸 (L・アルギニン， L-リシン，L-オルニチン)脱炭酸反応 (Falkow培地)，炭水化物 (L-ア

ラビノース， D-イノシトール，シュクロース，サリシン)からの酸産生 (B町司法ow改良培地)，高

分子物質(カゼイン，ツイーン80，キチン，デンプン，アルギン酸ナトリウム，エスクリン)の分

解，カタラーゼ産生， 10%塩化ナトリウム耐性。なお，オキシダーゼ試験，ゼラチンと DNAの
分解は前報(宮崎ら， 1995)の結果を使用した。

供試菌の同定

性状検査結果に基づいて供試菌株を群別するとともに，対照菌株との比較， Baumann et 晶.1.

(1984)， W制乱ndColwell (1984)， Bergey's manual of de回 minativebacteriology 9th ed. (Hol七et

乱l.， 1994)の記載性状に準拠して同定を試みた。

結果および考察

本実験の供試菌株は前報(宮崎ら， 1995)で Vibrio属と同定された菌株である。すなわち，グラ

ム陰性拝菌で大部分が極毛による運動性を有し，オキシダーゼ陽性でグルコースを発酵的に分解

する通性嫌気性で発育に Na+あるいは海水を必要とする。供試菌 118菌株は Table1に示した性

状に基づいて 112菌株が8群に群別され， 6菌株は群を形成しなかった。各群の特徴と同定の結果

は次のとおりである。

I群 (40菌株)は拡散集落を形成し，3TCで培養した BTBティポール寒天培地上で黄色コロ

ニーを形成し， 400Cで発育し， VP反応陽性，アルギニン脱炭酸反応陰性，リシン脱炭酸反応陽性，

エスクリンを分解せず，シュクロースから酸を産生し， 10%塩化ナトリウムに耐性であった。以
上の性状は対照菌 V.alginolyt的必sV-447株とほぼ一致することおよびWestand Colwell (1984) 

による同種の記載性状とも一致することから， 1群は v.α19inoly伽必Sまたはその類似菌で構成さ
れていることが明らかになった。一般に，V. alginolyt似/，sは水温200C以上の水温の高い沿岸域に

広く分布し，動物プランクトンや魚介類等から分離されることもある (B紅 088岨 dLisもon，1970; 

Kamplemacher et乱l.， 1972; Kaneko and Colwell， 1973)。

II群 (27菌株)はVP反応陰性，MR試験陽性，リシン・オルニチン脱炭酸反応陽性，シュクロー

スから酸を産生し， 10%塩化ナトリウムに耐性を示さなかった。これら以外の性状を含め，対照
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菌 V.ha仰eyiNCMB1280株の性状を比較するとエスクリンの分解性を除き，一致していたことか

ら， II群は V.ha仰ゆまたはその類似菌と同定された。 V.ha何時4も水温が高く，比較的富栄養

な海域に分布する傾向があり (Shilo岨.dY的inson，1979)，また，本種のうち発光性を有するもの

は動物プランクトンや魚介類の腸内常在性のものが多い (Nealson岨.dH舗もings，1979;日高ら，

1982)。

III群 (6菌株)は VP反応陰性で，アルギニン・リシン・オルニチン脱炭酸反応陰性，シュク

ロースから酸を産生し， 10%塩化ナトリウム存在下で発育しなかった。これらの性状と一致する

対照菌株はなく， Baumann 的乱1.(1984)とWest岨.dColwell (1984)の記載する v.聞か句仰の
性状とキチンの分解性以外はほぼ一致することから， III群は v.nαt何egens類似菌と考えられた。
v.n伽司g仰は沿岸域に限らず広く分布している (Baum則的乱1.， 1984)。
IV群 (18菌株)は 370CでBTBティポール寒天培地に発育せず，インドールを産生せず， VP 

反応陰性，アルギニン・リシン・オルニチン脱炭酸反応陰性で， 10%塩化ナトリウム存在下で発

Table2. 0∞urrenωof the groups of vibrios in Tanabe Ba.y， 1990. 

Dep七h
Number Group 

Da.もe Sta.もion 。f
(m) strains I 11 III IV V VI VII VIII Others 

Jun. 26 4 。 1 。。O 。。 O 。 1 。
H 4 8 1 。 O 。 1 。 O 。。。
H 4 mud 1 。。。。。。。 O 1 
Jul. 10 4 mud 12 4 3 。。。5 。。。
IJ 17 。 3 3 。。。。 O 。。。
Jul. 17 4 。 7 O 。。 7 。。。。。

Jul. 24 4 。 11 9 。 O 。。 O 。。 2 
M 4 8 14 。9 。。 4 O O 。 1 
IJ 17 。 1 1 O 。。。。。。。
Aug.7 4 。 11 。10 。 1 O 。。。 O 
H 4 8 4 。 1 O 。。。。 3 。
H 6 。 24 23 O 1 。。。。。。
M 17 。 4 。。 1 2 。。 O 。
Aug.21 4 。 6 。。。。。。 6 。。
Sep.4 4 O 2 。 O 1 。。 O 。。 1 
H 4 8 12 。4 。 7 1 。。。。
H 4 mud 1 。。。。。。。。 1 
N 6 。 3 。。 3 。。。。。 O 

Total 118 40 27 6 18 6 5 6 4 6 

(%) 33.9 22.9 5.1 15.3 5.1 4.2 5.1 3.4 5.1 
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宮崎・絵面:田辺湾における Vi初旬属細菌群の変動

育しなかった。本菌群の性状は対照菌 V.campbellii ATCC25920株とはリシン脱炭酸反応とシュ

クロースからの酸産生で異なるが他は良く一致したことから v.ωmpbellが類似菌と同定された。
本菌種は沿岸海水のみならず外洋の表面水，中層水からも分離されている (Baum乱nn and 

Baum組 n，1977)。

V群 (6菌株)は拡散集落を形成せず， 40'Cで発育せず， VP反応陽性，アルギニン脱炭酸反応

陽性，シュクロースから酸を産生し，サリシンを分解せず， 10%塩化ナトリウム耐性を示さない。
これらの性状は対照菌 V.anguillarum NCMB828株とほぼ一致していることから，本菌群は v.
側伊illarumまたはその類似菌と同定された。 v.側伊tillarumは魚類ピプリオ病原因菌であるが，
水温 20~25'C の沿岸海水から分離される (Tajima e七札， 1988; Muroga eもa1.， 1986)。

VI群 (5菌株)はインドールを産生し， VP反応陰性，アルギニン脱炭酸反応陽性，ツィーン

80・キチン・デンプンを分解せず，エスクリンを分解するなどの性質は V.nm閣の記載性状 (West

and Colwell， 1984)にほぼ一致していた。この菌種は沿岸域海水から少数ながら検出されること

がある (Baum岨且的品，1.， 1971; B乱umannand B晶umann，1977; Venka回 W町組前晶1.， 1989)。

VII群 (6菌株)は VP反応， MR試験，アミノ酸脱炭酸反応，炭水化物からの酸産生などいず

れも陰性であり，V. marinusの記載性状 (Wesも姐dColwell， 1984)に近似していたが，リシン脱

炭酸反応，硝酸壌の還元性，発育温度などで異なり，同種と同定するのは困難であった。同様に

VIII群 (4菌株)も v.pelwJi四 biovar2の記載性状 (Westand Colwell， 1984)に近似の性質を有

25 

20 

匂。圃喝

主

z 

。

日 n~'_~
V 

O 

6/12 6126 7110 7/17 7124 8n 8121 9/4 

S副叩1ing制e

Fig.1. 0∞urr組問。fthe groups of vibrios at Station 4 in Tan晶beBay， 1990. 
1: Group 1 (v. alginolyt.剛 8・like)
11: Group 11 (v. hartゆ-like)
111: Group III (杭 natri伊附ーlike)
IV: Group IV (v. campbellii・like)
V: Group V (v. an伊illa叩 m-like)
VI: Group VI (玖附抑・like)
VII: Group VII (unidentified group) 
VIII: Group VIII (unidentified group) 
0: Non grouping sもrains
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していたが，40.Cでの発育，10%塩化ナトリウム耐性その他で異なり同種とは同定できなかった。

また，群を形成しなかった 6菌株については供試した対照菌株および Vibrio属と PIwωbac加切m
属菌種の記載性状 (Wωも叩dColwell， 1984; Bauman et乱1.，1984; Holも的乱l.， 1994)のいずれと

も一致するものはなかった。

以上の群別の結果を供試菌株の由来別に整理して， Table 2に示した。供試菌 118菌株中で，v.

吻inolyt仰 s類似菌 (1群)が33.9%，v. ha仰ゆ類似菌 (II群)が22，9%，v.ωmpbellii類似菌

(IV群)が15.3%と多く，この3菌群で全体の 72.1%を占めた。この傾向は富栄養化の比較的進

んだ地域でも観察されており，亜熱帯のホンコン沿岸では v.a隔制伽制的 V.parahaemolyt白lS， V. 

haroeyi， V.叩l削除回，v.ω.mpbelliiの順に検出され (Chane名品l.， 1986)，瀬戸内海(広島湾，備讃

瀬戸，鍵灘，伊予灘，周防灘)では V. ha仰勿~ V. pel勾i悩 biov紅 1，V. sp加u1低四"v.α砂inol炉問lS

の順に優勢であるという報告 (Venka回 waranet al.， 1989)と類似の傾向を示している。

ところでRomalde的 al.， (1990a， b)はスペイン沿岸における Mesodiniumrubrum赤潮発生中

の海水の細菌相が v.吻inolyticus，V. tu陥shi~ V.αゅ，illarum各類似菌で占められていたことか
ら，M.仰 brumとこれら防扮ぬ属3菌種聞に何らかの相互作用があることを示唆している。一方，

同海域における均m仰 dinum ω抑叫um赤潮発生時には Vib叩属細菌が全く検出されず，

M併 axella-Acineωbacter属が優勢であったと報告している(Rom晶lde的乱l.， 1990a)。そこで定点4

で採取した試料由来の Vibrio属内各群の出現状況を Fig.1に示した。 I群 (V.α刷:nol炉的lS類似

菌)は G.mikimo伽の増加期に出現した。一方， II群 (Y.ha仰eyi類似菌)と IV群(y.ωmpbellii

類似菌)は G.mikimo伽赤潮最盛期以外のいずれの時期にも出現した。他の各群は菌株数が少な

く，出現傾向は不明であった。

本報の結果から，田辺湾における G.m必mo伽.赤潮発生過程にv訪問属細菌が関与するものと
仮定すれば，関与の可能性があるものは V.algi:叩伽的絡があげられる。また，前報(宮崎ら， 1995)

の結果から，同赤潮発生中に主要菌相となる Morl仰 ella-Acine帥 acter群も合わせ，G. miki仰師と

各菌株との混合培養によって，細菌と赤潮藻聞の相互作用を解明する必要がある。
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